
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故

の
解
決
へ
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
浜
岡
原
子
力
発

電
所
も
同
様
な
構
造
の
発
電
所
で
あ
り
、
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

●●●●
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会会会会

委委委委
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長長長長
にににに
よよよよ
るるるる
とととと

内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員
会
委
員
長
の

班
目
春
樹
氏
は
、
07
年
２
月
の
浜
岡
原
発

運
転
差
し
止
め
訴
訟
の
静
岡
地
裁
で
の
証

人
尋
問
で
、
非
常
用
発
電
機
や
制
御
棒
な

ど
重
要
機
器
が
複
数
同
時
に
機
能
喪
失
す

る
こ
と
ま
で
想
定
し
て
い
な
い
理
由
を
社

民
党
の
福
島
瑞
穂
氏
に
問
わ
れ
、
「
割
り

切
っ
た
考
え
。
す
べ
て
を
考
慮
す
る
と
設

計
が
で
き
な
く
な
る
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
関
係
者
も
認

め
る
よ
う
に
原
発
は
安
全
を
切
り
捨
て

て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

●●●●
地地地地
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能能能能
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政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、
「
東

海
地
震
」
は
今
後
30
年
以
内
に
87
％
の

確
率
で
起
き
、
そ
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
程
度
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
そ
の

東
海
地
震
の
震
源
域
に
浜
岡
原
発
は
位

置
し
て
い
ま
す
。
地
震
が
起
き
れ
ば
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を
超
え
る
大

事
故
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

●●●●
汚汚汚汚
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浜
岡
原
発
で
運
転
中
の
発
電
所
は
、

一
番
小
さ
い
３
号
機
で
も
１
１
０
万
kW

で
合
計
３
５
０
万
kW
で
す
。
京
都
大
学
・

原
子
炉
実
験
所

小
出
裕
章
氏
作
成
の

資
料
「
終
焉
に
向
か
う
原
子
力
（
第
11

回
）
悲
惨
を
極
め
る
原
子
力
発
電
所
事

故
」
（
11
年
４
月
29
日
）
に
よ
る
と
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
の
事
故
で
放
出

さ
れ
た
放
射
能
は
、
広
島
の
原
爆
の
放
射

能
の
８
０
０
倍
の
規
模
と
な
り
ま
す
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
を
起
こ
し
た
発
電
所

が
１
０
０
万
KW
級
の
出
力
と
な
る
の
で
、

浜
岡
で
同
じ
規
模
の
事
故
が
起
き
た
場
合
、

１
２
０
０
km
の
彼
方
ま
で
、
つ
ま
り
日
本

中
ど
こ
で
も
放
射
線
管
理
区
域
に
な
り
ま

す
し
、
強
制
避
難
さ
せ
る
場
所
は
２
５
０

km
の
風
下
に
及
び
ま
す
。
（
左
図
参
照
）

●●●●
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停停停停
止止止止
をををを

浜
岡
原
発
は
、
震
源
域
の
真
上
に
位
置
し
、

重
要
機
器
の
機
能
喪
失
を
想
定
し
て
い
な
い

点
で
、
危
険
な
原
発
と
い
え
ま
す
。
浜
岡
原

発
の
即
時
停
止
・
廃
止
に
向
け
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
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